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 表１ 昭和12年１月―昭和13年10月の給料生活者の社会生活費            単位：円 
 保健衛生費 育 児 費 教 育 費 交 通 費
通信運搬
費 文房具費 負 担 費 計 
内地人 7.01 0.74 2.12 1.86 0.51 0.55 3.04 15.85 
本島人 6.62 0.85 2.74 1.42 0.14 0.52 2.45 14.74 
内地 6.28 0.82 1.52 1.79 0.39 0.12 0.96 11.88 
 出典：台湾総督官房企画部「台湾総督家計調査報告昭和12年１月―昭和13年10月」p.25。 
   
 表２ 昭和12年１月―昭和13年10月の給料生活者の文化費    単位：円 
 交 際 費 修 養 娯 楽費 旅 行 費 計 
内地人 10.13 6.40 1.25 17.78
本島人 6.46 2.59 0.36 9.41
内地 7.57 4.57 0.89 13.13
 出典：台湾総督官房企画部「台湾総督家計調査報告昭和12年１月―昭和13年10月」p.25。 



































   
 表３ 新竹州の保護少年の数                 単位：名 
 盗癖癖 遊蕩癖 浮浪児 暴行児 その他 計 
昭和７年 16 2 2 2 0 22
昭和８年 22 1 1 1 0 25
昭和９年 18 1 0 2 0 21
 出典：新竹州警務部『新竹州警務要覧昭和10年』昭和12年、p.107。 
   
 表４ 新竹州の犯罪少年の年齢                     単位：名 
 14歳  15歳  16歳  17歳  18歳  
 内地 本島 内地 本島 内地 本島 内地 本島 内地 本島 
昭和７年 0 38 1 51 3 139 0 243 2 220 
昭和８年 0 39 0 66 0 110 1 134 0 198 
昭和９年 0 29 0 88 0 91 0 214 2 227 
 出典：新竹州警務部『新竹州警務要覧昭和10年』昭和12年、pp.108-109。 

































































































































   
 出典：大島喜代志「夜遊びと櫻の子（下）」台中州教育会『台中州教育』第七巻
第六号、昭和14年６月、pp.32-33。 
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